
 

 
 
 
 

 

 

第１３回資料 

平成 16 年 3 月 23 日（火）13 時 30 分～ 

ほっとプラザ大供  

 岡 山 市 水 道 局  



目  次 
 

 

 

１ 平成１６年度予算の概要                     ２ 

 

２ 浄水場の施設整備方針等                     ５ 

 

３ 水質検査計画の策定とその概要                 １０ 

 

４ 平成１６年度機構改革                     １２ 

 

５ 水道通水１００周年記念行事                  １４ 

 

 

 

 

 

 

 

別添資料 

①平成１６年度水質検査計画 

 



16年度当初　Ａ 15年度当初　Ｂ 差　　　　　引

１ 21,083,000 21,222,000 △ 139,000

２ 13,619,000 13,610,000 9,000

３ 13,617,000 13,745,000 △ 128,000

４ 差 引 2,000 △ 135,000 137,000

５ 3,017,000 3,305,000 △ 288,000

６ 7,466,000 7,477,000 △ 11,000

７ 差 引 △ 4,449,000 △ 4,172,000 △ 277,000

８ 4,449,000 4,172,000 277,000

 予算規模　　２１０億８，３００万円　（平成１５年度当初対比　９９．３５％）

106.64

91.29

資 本 的 支 出 99.85

（ ５ － ６ ）

（単位：千円）

区 分 Ａ／Ｂ　（％）

予 算 規 模 （ ３ ＋ ６ ） 99.35

100.07

水道事業費用 99.07

水道事業収益

資 本 的 収 入

補てん財源

（ ２ － ３ ）

１　平成１６年度予算の概要

１　水道事業会計予算総括表

料金収入
125億2,030万円

その他の収入
10億9,870万円

国などからの借入金
14億円

工事による負担金や
国庫補助金等
　　16億1,700万円

減価償却費などの
補てん可能額
　　42億1,600万円

資金不足
2億3,100万円

浄水施設や配水管布設（替）
工事などにかかる費用
　　　　　　　56億円

借入金の元金の支払い
18億6,600万円

職員給与費、修繕費、電
力費など施設を維持し、
水を送るための費用
　　　79億9,128万円

施設の減価償却など
41億5,300万円

借入金の利息の支払い
14億7,272万円

収入
208億5,200万円

支出
210億8,300万円



287,778 282,576 5,202

93,890,000 96,243,000 △ 2,353,000

257,230 262,950 △ 5,720

85,703,220 86,176,424 △ 473,204

91.28 89.54 1.74

12,520,295 12,567,021 △ 46,726

   ◎ 建設改良事業

事　　　　業　　　　名

　基幹施設整備事業 西祖配水場築造その他工事ほか

　１８億円 旭東浄水場西祖受水監視設備工事

西川原配水制御所ポンプ設置及び電気計装設備工事

共同溝建設負担金（岡南・岡山西）

　配水管整備事業 配水管布設工事（φ500 ～ φ25  　 Ｌ＝42,120ｍ）

　２８億円

　管路近代化（石綿管解消）事業 配水管布設工事（φ300 ～ φ50    　 Ｌ＝5,070ｍ）

　３億３，５００万円 石綿管撤去延長　　 Ｌ＝4,667ｍ

　諸施設整備事業 浄水関連施設の機能向上（改良・整備含む）

　６億６，０００万円  ・三野浄水場送水１・２号用セルビウス装置取替工事ほか

水道記念館リニューアル工事

量水器購入

水質検査機器購入

   ◎ 新規事業

事　　　　　　　　　業　　　　　　　　　内　　　　　　　　　容

　貯水槽水道の巡回点検サービスの実施

（％）

料  　　 金 　　  収 　　  入 （千円） 99.63

（ｍ
3
）

年　 間 　有 　収 　水 　量 （ｍ
3
） 99.45

97.56

101.84

差　引（Ａ－Ｂ）15年度当初　Ｂ
年　　度　　　

16年度当初　Ａ Ａ／Ｂ（％）
　項　　目

３　主な事業

（戸）

年 　間 　総 　配 　水 　量 （ｍ
3
）

給　　 　水 　　　戸 　　　数

２　業務の予定量

一  　 　日 　　  平 　　  均 

有     　　 　 収   　　 　 率

主 な 内 容



16年度当初　Ａ 15年度当初　Ｂ 差　　　　　引

１ 347,000 347,000 0

２ 305,300 308,300 △ 3,000

３ 323,000 316,000 7,000

４ 差 引 △ 17,700 △ 7,700 △ 10,000

５ 0 0 0

６ 24,000 31,000 △ 7,000

７ 差 引 △ 24,000 △ 31,000 7,000

８ 24,000 31,000 △ 7,000

 予算規模　　３億４，７００万円　（平成１５年度当初対比　１００．００％）

8 8 0

14,579,700 14,601,300 △ 21,600

39,900 39,800 100

13,130,510 13,263,840 △ 133,330

90.06 90.84 △ 0.78

304,864 307,944 △ 3,080料  　　 金 　　  収 　　  入 （千円） 99.00

年　 間 　調 　定 　水 　量 （ｍ
3
） 98.99

有     　　 　 収   　　 　 率 （％）

年 　間 　総 　配 　水 　量 （ｍ
3
） 99.85

一  　 　日 　　  平 　　  均 （ｍ
3
）

　項　　目

給　 水 　事 　業　 所　 数 (事業所) 100.00

差　引（Ａ－Ｂ）

（ ５ － ６ ）

補てん財源 77.42

15年度当初　Ｂ
年　　　度　　　

16年度当初　Ａ Ａ／Ｂ（％）

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出 77.42

99.03

水道事業費用 102.22

（ ２ － ３ ）

水道事業収益

（単位：千円）

区　　　　　　　　　　　　　　　　分 Ａ／Ｂ　（％）

予 算 規 模 （ ３ ＋ ６ ） 100.00

４　工業用水道事業会計予算総括表

５　業務の予定量（工水）

工業用水道料金
3億486万円

その他の収入
44万円

収入
3億4,140万円

減価償却費などの
補てん可能額
　　　3,610万円

借入金の元金の支払い
1,700万円

諸施設の改良工事などにかか
る費用
　　　　　 700万円

職員給与費、修繕費、電力費な
ど施設を維持し、水を送るため
の費用
 　　　2億8,496万円

支出
3億4,700万円

施設の減価償却費など
3,6000万円

借入金の利息の支払い
204万円

資金不足
560万円



 

２ 浄水場の施設整備方針等 
１ はじめに 

本市の水道は、平成１３年度には水道未普及地域を解消するとともに拡

張事業を打ち切り、平成１４年度から基幹施設整備事業に着手した。  
また、平成９年７月から開始した岡山県広域水道企業団（以下「企業団」

という。）からの受水が、平成１７年度から増量される予定となっている。

さらには、昨年５月に新たに水質基準が制定され、水道水の安全性の確保

がより一層求められている。  
このように、施設整備の方向は、拡張の時代から熟成・維持管理の時代

へ移行している状況のなか、企業団からの受水も念頭においた浄水場の整

備について、当面の方向性を検討し、公表した。  
 
２ 検討の背景  

(1) 老朽施設の更新  
これまで、増大する水需要にあわせて施設能力の拡大に努めてきた。

市内には７か所の浄水場があるが、創設当時から稼動している三野浄水

場はもとより、多くが昭和３０年代から４０年代の高度成長期に建設さ

れた施設であり、老朽化が進行してきているため、計画的な整備が必要

となっている。  
(2) 新水質基準への対応  
本年４月には新しい水質基準が施行され、消毒副生物であるトリハロ

メタンの低減化や各種の農薬等に対する監視、さらにはクリプトスポリ

ジウムなどの原虫類への対策、並びに臭気への対策も取り上げられ、一

層安全性の高い水道、質の高い水道が求められることとなっている。  
したがって、通常の凝集沈でん、砂ろ過の水処理では対応できない場

面も想定される。  
(3) 受水量の増加に伴う浄水場の見直し  
企業団水道用水供給条例に基づき、平成１７年度から受水が増量され

ることとなる。施設への投資と受水量増の二重投資を避けるため、質・

量ともに不安定な小規模水源は効率のよい水源への統合を検討する。  
 
３ 整備方針 

(1) 三野、旭東及び山浦浄水場  
主力の浄水場として、新水質基準を満足できるよう、ろ過施設等を整

備する。  
(2) 牟佐浄水場  
河川堤外の伏流水を塩素滅菌のみで配水している浄水場であるが、新



 

水質基準、特にクリプトスポリジウム対策としてろ過施設を検討する。  
(3) 鴨越浄水場  
旧西大寺市が大正１１年に供用開始して以来、施設を更新しながら運

転しているが、老朽化が著しい。また、鴨越堰で貯留した水を取水して

いるため、夏場には異臭味が発生する場合もあり、通常の凝集沈でんと

砂ろ過による処理では新水質基準に対応できない状況が予想される。  
当面は水質基準達成のため、施設への負荷を軽く、処理水量を抑えて

運転せざるを得えない状況にある。このため、高度処理施設等を含めた

抜本的な施設整備が必要となっており、苫田ダム完成後の河川水質の動

向、維持管理等を総合的に評価し、休止も含めて将来的な整備方針を検

討する。  
(4) 西祖浄水場  
地下水を水源として昭和４１年に供用開始された合併以前の施設で、

老朽化が著しく、また、マンガンが含まれる等水質的にも問題がある。

したがって、将来の取水井の汚染等に対する安全面、維持管理面、コス

ト面等総合評価した結果、平成１７年度夏には施設を休止して、企業団

受水に切り替えることとした。  
(5) 長野浄水場  
昭和３５年に供用開始された合併以前の施設であり、老朽化が著しく、

水源となっている横尾池（湖沼水）は、貯水能力が乏しいため水量、水

質ともに劣悪であり、昨年には水量不足で約半年間取水できない状況に

あった。  
新水質基準を満たす施設として整備するにはスケールメリットが発揮

できず、割高となるため、本年３月末浄水施設を休止して、三野系に切

り替える。  
 
４ 施設能力と企業団受水 

(1) 施設能力  
公称能力は日量 308,000m3であるが、施設の老朽化による能力ダウン、

水質基準強化への対応等で、次表のとおり現状における実質能力は日量

282,500m3となっている。  
 



 

摘 要

186,000 186,000 7,500 193,500 186,000 3,000 189,000 191,000 2,500 193,500 H22:牟佐の再配分

47,500 47,500 47,500 47,500 6,000 53,500 52,000 5,000 57,000 　　同上

20,000 20,000 1,897 21,897 20,000 3,950 23,950 20,000 3,500 23,500

14,500 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 山陽町分水停止に伴う減量分

30,000 19,000 19,000 19,000 19,000 19,000 19,000

6,000 4,000 4,000 井戸の劣化による休止

4,000 1,000 1,000 水質劣化、水量不足による休止

308,000 282,500 9,397 291,897 277,500 12,950 290,450 287,000 11,000 298,000

16,275 16,275 16,275 32,550 32,550 50,000 50,000

324,275 298,775 9,397 308,172 310,050 12,950 323,000 337,000 11,000 348,000

ー ％ ％ ％ 日最大ベース

ー ％ ％ ％ 日平均ベース
＊H17の想定施設能力はH14実績とH22計画値を直線補完して設定した。

H14年度/MAX308,172

実質給水能力

実質能力
過負荷
取水

計

水 源 名

現状
（H14年度)

公称給水
能力

牟　　佐

山　　浦

企業団受水

西　　祖

長　　野

小　計
公
称
能
力

自
己
水
源
公
称
能
力

総　計

三 野

旭 東

鴨 越

西祖受水

H17

実質能力
過負荷
取水

計

H15年2月見直し計画

H22

実質能力
過負荷
取水

計

最 大 稼 働 率 103 104 103

施 設 利 用 率 86 86 82

 
(2) 受水の必要性  
苫田ダムの完成（平成１７年４月供用開始）に伴い、企業団として全

量供給の体制が整うことから、企業団水道用水供給条例の規定によれば、

本市の場合、受水の下限水量が 32,550m3/日（現在 16,275m3/日）となる。  
平成１４年度、一日最大配水量の時には、受水（16,275m3/日）をしても、
全体の最大稼働率は 103％となり、地下水井に過負荷をかけながら、通常
の能力を超えて配水してきた。  
配水量が低迷している状況ではあるが、来年度に長野浄水場の休止、平

成１７年度に西祖浄水場の休止を予定しているため、１７年度は 32,550 
m3/日の受水をしても、なお最大稼働率は 104％という状況になる。  
三野浄水場等の主要施設の更新、整備は行うが、災害や事故などへの対

応を考慮すると、安全性や安定性を高めるうえで受水の増量は必要なもの

と考えている。  
(3) 受水費用の増大  
ダム完成後はいわゆる責任受水量が日量 16,275m3から 32,550m3に増

えるため、平成１７年度から現在の受水費用約７億 2,000 万円が、約 16
億 4,000 万円（現行料金体系での試算）となり、約９億 2,000 万円の増
が見込まれ、水道財政圧迫の要因となる。  

 
５ 添付資料 

   浄水場配置図 ― 資料 ―１  
給水量の実績 ― 資料 ―２  



資料―１





３ 水質検査計画の策定とその概要 
１ 策定の経過 

当局は、水質検査結果の公表にあたって、その詳細を記載した水質試験年

報を発行するとともに、概略を局ホームページ及び市民向け広報誌「アクア

通信」等に掲載するなどして、従来から水質検査結果の公表に努めている。 
他方、情報開示及び水道水の安全性に対する関心の高まりを受け、水道法

の一部改正が行われ、平成１４年から需要者に対する水質試験結果等の情報

提供が水道事業者の責務とされ、さらに昨年９月水道法施行規則の一部改正

に伴い、水質検査計画の公表を毎事業年度の開始前に行うことが義務付けら

れた。 
計画公表の時期は、平成１７年度に実施する検査から策定することが定め

られているが、平成１６年度に実施する検査についても可能な限り同様の計

画を策定することとされているため、このたび水質検査計画を策定し、公表

した。 
 

２ 水質検査計画の記載事項 
  (1) 水質管理において留意すべき事項のうち水質検査計画に係るもの 
  (2) 定期の検査を行う項目については当該項目、採水の場所、検査の回数及
びその理由 

  (3) 定期の検査を省略する項目については当該項目及びその理由 
 (4) 臨時の検査に関する事項 
 
３ 計画の概要 

(1) 浄水処理の概要と水質管理上の留意点 
    当局では、旭川及び吉井川から取水し、６か所の浄水場でろ過処理、塩

素処理等の浄水処理後、水道水を送っている。（一部岡山県広域水道企業団

から受水） 
    水質管理上の留意点として、表流水処理は高濁度またはかび臭発生時の

対応、鴨越浄水場における夏季の高ｐＨ値対策、西祖浄水場におけるマン

ガン対策を挙げている。 
 (2) 水質検査 
① 定期検査 

    ア 検査地点 

定期検査は、市内給水栓１７地点及び各浄水場の浄水池８地点(企業

団からの受水地点を含む)で行う。また、水源の状況を把握するため、

各浄水場の原水１２地点で定期的に検査を行う。 

毎日検査は、２９地点の給水栓で行うほか、市内８か所の水質監視



局で監視する。 

イ 水質検査項目及び検査回数 

水質検査項目及び検査回数は、法令等に基づき、水源の状況やこれ

までの水質検査結果を考慮しながら決める。 

ウ 検査方法 
      水質検査は、国が定めた水道水の検査方法に基づき、すべての項目に 

ついて水質試験所で行う。 
② 臨時の水質検査 

     水道水が水質基準に適合しないおそれがあるときには、直ちに水源、

浄水場及び給水栓などから採水して臨時の水質検査を行い、水質異常の

内容とその範囲を把握する等、問題の解決に向けて適正に対処する。 
(3) 検査体制の整備 
水質検査の測定値の信頼性を確保するため、正確かつ精度の高い検査を

行うことができる体制を整える。 
(4) 連携体制の充実 
国や県など関係者との連携を密にして、河川事故等の情報、河川流域の

水質情報を速やかに収集する。 
 



４ 平成１６年度機構改革 
１ 理 由 

   給水装置工事の電子申請が昨年１０月から本格稼働し、運用も軌道に乗っ

たことから、現在３営業所で所管している給水装置工事の受付業務を１か所

に集約する等により、業務の効率化を図るもの。 
 
２ 改革内容 

  (1) 給水装置工事に関する業務全般を所管する「給水工事センター」（課相
当）を新設し、センターに「給水管理係」、「給水工事係」を設ける。 

    営業課営業管理係及びお客様サービス係並びに営業所窓口係の給水装置

工事に関する業務を給水工事センターに移管する。 
  (2) 営業課営業管理係及びお客様サービス係の業務を再編、統合し、係の名
称をお客様サービス係とする。 

 
３ 機構改革対照表 

   次項のとおり 
   現行    ３部７課７所４１係 
改革後   ３部７課８所４２係 

 
４ 施行日 

平成１６年４月１日 
 
 



　

現　　行 改革後 備  考

部 課 係 　 部 課 係 　 　 　

総務部 総務部 　 　
総務課 総務課 　
経営管理課 経営管理課 　
経理課 経理課 　

営業部 　 営業部 　
営業課 　 営業課 　
営業管理係 　 お客様サービス係 　 再編 一部業務を給水工事センターへ移管し、２係の業務を再編
料金係 　 料金係 　 (１係廃止)
お客様サービス係 　 　 　 　 業務を給水工事センターへ移管

中営業所 　 中営業所 　
窓口係 　 窓口係 　 一部業務を給水工事センターへ移管
営業係 　 営業係 　

東営業所 　 東営業所 　
窓口係 　 窓口係 　 一部業務を給水工事センターへ移管
営業係 　 営業係 　

西営業所 　 西営業所 　
窓口係 　 窓口係 　 一部業務を給水工事センターへ移管
営業係 　 営業係 　  

給水工事センター 　 新設 電子申請開始に伴い、給水装置工事業務関係の一本化
給水管理係 　
給水工事係 　

配水部 配水部
配水課 配水課
施設課 施設課
中工事センター 中工事センター
東工事センター 東工事センター
西工事センター 西工事センター
浄水課 浄水課
水質試験所 水質試験所

　３部７課７所４１係 　３部７課８所４２係

改革理由

平成１６年度機構改革対照表



５ 水道通水１００周年記念行事 
１ 趣 旨 

本市の水道事業は、明治３８年７月２３日全国で８番目に通水を開始した。

先に通水を開始した横浜、函館、長崎、大阪、東京、広島、神戸の各都市が、

大都市あるいは開港都市であったことに比し、一地方都市であった本市でこ

のようにいち早く水道を持ったことはすばらしいことであった。以来、一度

も断水することなく、市民の皆さんに１００年の間安全でおいしい水を送り

続けてきた。 
私たちは、市民の皆さんのこれまでの水道事業に対する理解と協力に感謝

し、今後もより一層信頼され、親しまれる水道を目指し、また、今日の水道

を築き上げた先人たちの努力に敬意を表し、この貴重な財産を次世代に引き

継いでいかなければならない。  
そこで、新たな世紀に向けて、より一層市民の皆さんの期待に応える水道

事業を構築する出発の年として、記念行事を実施するものである。 
 

２ 実施計画 

   水道記念館のリニューアルオープン、通水記念日に記念式典を実施するほ

か、厚生労働省主催の水道週間中央行事を記念事業の一環として誘致し、全

国に本市水道通水１００周年をＰＲする。 
   その他市民とともに歩んできた水道、これからも一緒に歩む水道として、

市民参加を基本とした記念行事を年間を通して、企画、実施する。 
 
３ 実施行事（案） 

平成１７年 
４月中旬          水道記念館リニューアルオープン 
６月 １日（水）～７日（火）第４７回水道週間 
６月 ５日（日）      水道週間中央行事 

（主催：水道週間中央行事実行委員会） 
７月２３日（土）      通水記念式典 
１０月            新庄村第１次水源林造林事業完了式 
平成１８年 
３月            １００年史の発行 

その他行事 
   水、水道施設等写真の募集 
    施設見学会の開催 
    イメージキャラクターの募集 
    創設当時の水道施設の登録文化財指定（１６年度） 


